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研究成果の概要： 

小児がん経験者の自助グループに対する期待やニーズについて明らかにすることを目的に研

究を行った。小児がん経験者会に参加する 4 名に半構成的面接を実施し、得られた語りの分析

より、同じ病気や治療を経験した仲間との交流を期待し、話すことや他の体験を聞くことで自

分だけでないと安心感を得て励まされた経験をしていた。また、現在行っている治療に関する

情報を得て、共有することによって不安や心配を軽減し、自身を肯定的に捉え生きていく上で

支えのひとつとなっていたことを確認した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 900,000 0 900,000 
2008 年度 500,000 150,000 650,000 

年度    
総 計 1400,000 150,000 1550,000 

 
 
研究分野：医歯薬学   
科研費の分科・細目：看護学 臨床看護学 小児看護学 
キーワード：小児がん経験者、ピアサポート 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
小児がんの患者の 70 割が治療する時代と

なり、小児がん経験者は治療後の問題や長期

にわたるフォローアップが課題となり、近年

では小児がん経験者へのアフターケアのシ

ステム化が整備されている。 

広島県近域（広島県,山口東部,島根など）

においては,広島市内,呉市などの 3 つの病院

を核にし,小児がんの治療が行なわれ,小児科

医を中心として長期的にフォローアップが

なされている。2002 年には,がんの子供を守

る会広島支部（以下,Ａ会とする）が,小児が

んで子どもを亡くした家族が中心となり設
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立され、現在まで,広島において,小児がんの

子どもたちと家族への地域支援の重要な役

割を担っている。小児がん経験者の支援に関

して、2005 年より A 会が中心となり，小児

がんを含む小児難病経験者対象としたキャ

ンプ（以下キャンプとする）を開催すること

で始まった。キャンプをきっかけに 2006 年

に小児がん経験者の会（以下、当事者会）が

発足した。その後、小児がん経験者が中心と

なり交流会を開催し、キャンプの運営に携る

等、小児がん経験者が家族会とともに小児が

んの子どもの支援を行うようになった。 
小児がん経験者が当事者会に参加してど

のように感じているかを明らかにするとと

もに、当事者のニーズやピアサポートの意味

について検討し，家族会と協同し，彼らが中

心となって活動していける具体的な支援に

ついて示唆を得たいと考えた。 

 

２．研究の目的 
 
 小児がん経験者の自助グループに対する

期待やニーズについて明らかにし、ピアサポ

ートの意味について検討し，家族会と看護師

が協同し，彼らが中心となって活動していけ

る具体的な支援について示唆を得ることを

目的に研究を行った。 
 
３．研究の方法 
 
(1)対象 
小児がんを経験した方を対象とし、①小児

がん経験者の会に参加した経験があること、

②20 歳以上、③研究協力に関して本人から文

書による承諾が得られたことの全ての条件

を満たした研究対象者とした。 
 
(2)データ収集 
①小児がんの子供の家族会の代表や事務局、

当事者会の代表に、研究協力依頼、研究目的

と方法、拒否と撤回の自由、守秘の約束、公

表の仕方を記載したものを口頭と文書で伝

え、同意を得た。その後、研究協力者を紹介

してもらった。 
②ピアサポートや当事者会に参加して感じ

ること、会に対する思い等を半構成的にイン

タビューした。インタビュー内容は許可を得

て IC レコーダーに録音し、逐語録を作成す

る際氏名や施設名等はイニシャルに変えデ

ータとして使用した。 
 

(3)分析 
インタビュー内容は、内容分析の手法を参

考に、意味がとれる単位で区切り、意味内容

の類似性で分類した。 
 
(4)信頼性と妥当性への配慮 
 データ収集および分析過程は、小児保健の

臨床経験とセルフヘルプグループ支援経験

のある研究者 1 名の助言を受けて行った。 
 
(5)倫理的配慮 
計画の段階で県立広島大学研究倫理委員

会の承認を得て研究を開始した。 
具体的な倫理的配慮としては、調査協力を求

める個人には、研究参加の依頼と研究要旨の

説明を行い、協力と承諾を確認した。その内

容は①研究への参加は自由意志であること、

②承諾を拒否しても何ら不利益を生じない

ことを保証する、③得たれたデータは匿名で

あり、個人的な情報としての結果は出ないこ

と、④承諾後も研究の質問や研究参加の取り

消しが可能であることとした。 
 
４．研究成果 

 

(1)研究対象者の概要（表１） 

 対象者は小児期に小児がんを経験した 20
代女性であり、小児がんの 2 次障害の治療を

継続している方もいた。対象者全員が告知を

受けていた。対象者のうち２名は当事者会の

運営に関わっていた。 
 
表１ 対象者の概要 
対象者 年代 治療 当事者会の紹介 
A 20 有 主治医、友人・知人から 

B 20 無 主治医、友人・知人から 

C 20 有 主治医、友人から 
D 20 無 主治医から 
 
(2)当事者会の概要 
 当事者会は A 会の中の１つの会として



2006 年発足した。年間 3 回交流会を行って

いた。運営に携わっている経験者は、A 会の

活動にも携わっているため、家族会と連携し

ていた。専門職の関わりとして、がんの子供

を守る会の支部の活動に小児がんを専門と

する医師 1 名と看護教員２名（うち 1 名は筆

者）が関わっている。 
 
(3)当事者会での交流内容 
当事者会に参加することで、表２に示す交

流を体験していた。交流内容に対し「楽しか

った」「充実していた」という満足感を表現

ししていた。期待していた内容であったこと

が確認できた。 
 

①体験の共有  
 対象者全員が、同じ病気を体験した人と病

気について話すことを期待していた。共有し

た内容は入院中や治療に関する闘病体験で

あり、話すことで闘病体験を捉えなおすこと

ができていた。 
 
②心強い仲間 
対象者全員が当事者会に参加するまで、自

身の病気の体験を話せる人がいなかった。親

に心配をかけたくない、触れてはいけない話

としていた雰囲気があったという。また、健

康な同年代の人とは違い、治療・検査を必要

とすることが「人とは違う」と思っていた。 
当事者会に参加することで、自身の体験を

話すことだけでなく、他者の経験を聞くこと

で、自分だけが経験していることではなく、

ほかの人も頑張っていることで「心強さ」や

「安堵感」を経験していた。 
慢性疾患の大人への移行では「皆と違う[病

気の自分]を思い知る」という自己の変化をリ

アルにとらえた時がターニングポイントな

るといい、「病気の自分を受け入れてくれる

場を求める」とプラスのコーピングが可能に

なるといい 1）、病気である自分を肯定的にう

けいれる機会となっていた。 
 

③現在直面している問題の共有 
現在小児がんの２次障害の治療を行って

いる対象者は、婦人科で治療することへの抵

抗感など共有することによって不安や心配

を軽減していた。 
 

④情報交換 
小児がんの化学療法により治療後どのよ

うな問題があるか等知識を得ていた。また、

当事者会やがんの子供を守る会の活動に興

味をもち、情報を得ていた。 
 
表 2 当事者会での交流内容 
カテゴリー 
闘病体験の共有 
心強い仲間 
現在直面している課題の共有 
情報交換 

 
(4)ピアサポートの状況 
ピアサポートについて、入院中から家族ぐ

るみの相互交流が退院後個々の交流につな

がっていた。 
当事者会に参加するまでは、同じ病気を経

験した人が病名を告知について不明であっ

たため、対象者全員が病気について同じ病気

を経験した人と話す機会はなかった。 
キャンプをきっかけに小児がん経験者が

集う機会が生まれ、キャンプでの交流が当事

者会の設立につながり、同じ時期に入院して

いた人たちの交流が患者会活動へと発展し

ていた。 
 
(5)当事者会に参加して感じる自身の変化 
対象者全員が当事者会に参加して、経験し

た治療について知識を持つ必要性を感じ、今

後も当事者会に参加し、交流を希望していた。 
また、同じ病気を体験した人の役に立ちた

いという願いを持っていた。 
 上記の対象者の語りから、当事者会での交

流が、体験・情報・考え方のまじわりや分か

ち合いを経て、自己選択や自己決定あるいは

社会参加をし、ひとりだちやときはなちとし

ての自分への尊厳や社会への働きかけへと

向かうというセルフヘルプグループとして

の基本的要素を持っていることを確認した１）。 
 
 
 
 



(6)まとめ 
①対象者の語りから、当事者会の交流内容に

ついて【闘病体験の共有】、【心強い仲間】、【現

在直面している課題の共有】、【情報交換】の

カテゴリーが抽出された。 
②当事者会に参加することで、同じ病気を体

験した「心強い仲間」を得て、自身を肯定的

に捉え、生きていく上で支えのひとつとなっ

ていたことを確認した。 
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